
 　

     ［学窓から戦地へ］

1914 年（大正 3 年）  　5 月 25 日　富山県高岡市にて父勇三郎（弁護士）、母すい

　　　　　　　　　　　　　　　　の二男として生まれる

1921 年（大正 10 年）  4 月　高岡市立定塚小学校入学

1927 年（昭和 2年）   4 月　富山県立高岡中学校入学

1931 年（昭和 6年）   3 月　高岡中学校第 4学年終了

                    　　　　　　　　　　4月　第四高等学校（文科甲類）入学

1934 年（昭和 9年）   3 月　第四高等学校（文科甲類）卒業

 　　　　　　　  　   4 月  京都帝国大学法学部入学

1936 年（昭和 11 年）　      処女論文「法解釈の真理性について」（ペンネーム・

　　　　　　　　　　    田井俊一）を発表 （『学生評論』1巻 1-2 号。のち　

　　　　　　　　　        長谷川正安・藤田　勇編『文献研究マルクス主義法

                                　　　　　　         学［戦前］』日本評論社、1972 年 12 月に収録）

1938 年（昭和 13 年）  3 月　京都帝国大学法学部卒業

 　　　　　　　　    4 月　同　大学院入学（特選給費生）、社会法・民法を専攻（石田文次郎博士に師事）

1939 年（昭和 14 年）  1 月　陸軍富山第 35 聯隊補充隊入営

1940 年（昭和 15 年）  7 月　北支派遣・独立混成部第 1旅団第 72 大隊に転属、陸軍少尉

1942 年（昭和 17 年）  8 月　第 1旅団司令部参謀部に勤務

1945 年（昭和 20 年）  7 月　金沢東部第 48 部隊に転属、陸軍大尉

 

　［夕刊京都新聞社論説委員・組合長そして唯物史観労働法の構築］

  

1945 年（昭和 20 年）11 月　復員除隊

 　　　　　　　 　  12 月　石田文次郎博士の長女・

   　　　　　　　　　　　　　文子と結婚

1946 年（昭和 21 年）  1 月　上洛し、京都桃山に寓す

                        　　　　　　　　　　　　　　　　　5 月　夕刊京都新聞社入社（政経部論説

　　　　　　　　　　　　　委員、組合長）　

      　　　　　　　　　　11 月　『生産管理論』（民科編学生叢書、　

　　　　　　　　　　　　　日本科学社）出版

1947 年（昭和 22 年）   2 月  長女・由紀子生まれる

1948 年（昭和 23 年）  12 月　安倍能成・大内兵衛らの「平和問題懇話会」に参加のため上京（のちに「平  

                          和問題懇談会」へ発展しメンバーとなる）

　　　　　　　　　   12 月　次女・珠實生まれる

京都帝国大学入学時

 

夕刊京都新聞社（1947 年）

沼田稲次郎先生の略歴および主要著作



　　　　　　　　　   4 月   『日本労働法論（上）』（民科編学生叢書、日本科学社）出版

 　　　　　　　　   12 月   『日本労働法論（中）』（民科編学生叢書、日本科学社）出版

1949 年 ( 昭和 24 年）    5 月   東京への特派により高円寺に移住（法政大学法学部にて労働法の集中講義～             

                          1951 年）

1950 年（昭和 25 年）　 7 月　　　夕刊京都新聞社退社（立命館大学に移ることが決定していたときレッド　　　　

　　　　　　　　　　　　　　パージに より立命館大学へ移るのを辞退。立命館大学法学部にて法哲学の集中講義）

 　　　　　　　　 　 8 月    「日本労働法学会」創立に参加（理事）

                 　 11 月    『労働法論序説』（勁草書房）出版

    

　



　　［再び学窓へ、そして団結権擁護法理の構築］ 　　

1951 年（昭和 26 年）   4 月　東京学芸大学教授に就任

 　　　　　　　 　 　4月　『法と政治の背離』（法律文化社）出版

 　　　　　　　　　　9月　『法と国家の死滅』（法律文化社）出版

1952 年（昭和 27 年）   3 月　法学博士の学位取得（末川博先生のす

　　　　　　　　　　　　　すめで『労働法論序説』と学位請求論文

　　　　　　　　　　　　　　＜副論文「法と政治の背離」＞を立

　　　　　　　　　　　　　命館大学に提出）

 　　　　　　　　　　4月　早稲田大学にて労働法講義（～ 1980 年）

                  　 7 月　『団結権擁護論・上――権利感情と労働

　　　　　　　　　　　　　基本権』（勁草書房）出版

 　　　　　　　　　　8月  『団結権擁護論・下――労働者権の濫用  

                          と法の濫用』（勁草書房）出版

 　　　　　　　　 　 8 月　東京都立大学教授（人文学部）に就任

 　　　　　　　　　　　　　                                 ＊この年「労働法懇談会」にかかわる

1953 年（昭和 28 年）  1 月　『労働法学綱要』（如水書房）出版

 　　　　　　　　　  7 月　『市民法と社会法』（法学理論篇 116、日本評論新社）出版

1954 年（昭和 29 年）   6 月　『団結権擁護論〔増補合本〕』（勁草書房）出版

 　　　　　　　　　  7 月　『悪法と労働基本権』（法律文化社）出版

1955 年（昭和 30 年）   4 月　東京都立大学評議員に選出される（～ 1961 年まで連続）

 　　　　　　　　   10 月　『団結の研究』（勁草書房）出版

1959 年（昭和 34 年）  3 月　『学習労働問題』（日本評論新社）出版

1960 年（昭和 35 年）  5 月  『労働法論・上』（法律文化社）出版

1961 年（昭和 36 年）  5 月　『労働法――講義要綱』（法律文化社）出版

1962 年（昭和 37 年）  5 月  『運動のなかの労働法』（労働旬報社）出版

早稲田大学大学院労働法講義中
　　（1956 年秋）

  『運動のなかの労働法』（自筆原稿）



　［ドイツ留学・都立大学初代法学部長・労働法学会代表理事そして「人間

の尊厳論」の提唱］

1962 年（昭和 37 年） 　6月　西ドイツ ･ケルン大学に留学

　　　　　　　　　　　　　　（～ 1963 年 6 月）

1964 年（昭和 39 年）   7 月　南原繁・海野普吉・桑原武夫 ･木下

　　　　　　　　　　　　　　順二 ･広津和郎 ･松本清張 ･佐伯千仞 ･

                           塩田庄兵衛・団藤重光 ･開髙健 ･沼田

                           稲次郎の 11 人で「下山事件研究会」を

                           結成。  

                           その活動の成果を『資料・下山事件』

                           （みすず書房、1969 年）として刊行。

 　　　　　　　　   　8 月　北京シンポジウムに 1ヵ月参加

 　　　　　　　   　　3月　『団結権の生命』（労働旬報社）出版

 　　　　　　　　 　　9月　『労働組合活動と法律』

                            （労働経済社）出版

 　　　　　　　　　  11 月　『就業規則論』（東洋経済新報社）出版

1965 年（昭和 40 年）  　4 月　東京都立大学法経学部長に就任 

 　　　　　　　　     8 月　 『労働争議法の特殊問題』（総合労働研

                            究所）出版

1966 年（昭和 41 年）   4 月　法経学部分割にともない初代法学部長            

                                                                 に就任（～ 69 年 3 月）

 　　　　　　　　　  3 月　『現代の権利闘争』（労働旬報社）出版

1967 年（昭和 42 年）  6 月　『労働法要説』（法律文化社）出版

1968 年（昭和 43 年）  7 月　『権利闘争講話』（労働旬報社）出版

1969 年（昭和 44 年）  7 月　日本労働法学会代表理事に選出される（～ 73 年 7 月）

 　　　　　　　　    2 月　『労働基本権論』（勁草書房）出版

1970 年（昭和 45 年）  7 月　『労働協約の締結と運用』（労働法実務大系 7、総合労働研究所）出版

1971 年（昭和 46 年）  3 月　『増補・法と国家の死滅』（法律文化社）出版

1972 年（昭和 47 年）  4 月　日本学術会議会員に選任される

　　　　　　　　　   4 月　『団結権思想の研究』（勁草書房）出版

 　　　　　　　　   11 月　『労働運動の権利』（現代の人権双書、法律文化社）出版

 　　　　　　　　　　　　 ＊この年、人間の尊厳の理念ともからんで総評・社

                         保協が社会保障学校を開いたのを契機に「社会保障研 

                         究会」の発足にかかわる

梶原九段に四目で、本郷二木旅館にて
   （1969 年）



　  ［都立大学総長としての活躍と国際人権思想の鼓吹・労働法理論の総括・

再構築の試み］

1973 年（昭和 48 年）  4 月　東京都立大学総長に就任（～ 81 年

                          3 月、2期 8年）

 　　　　　　　　    5 月　公立大学協会会長に就任

1974 年（昭和 49 年）   2 月　『労働基本権裁判批判』（日本評論社） 

                           出版

 　　　　　　　　    5 月　 『人権と団結』（労働旬報社）出版

1975 年（昭和 50 年）   8 月   『社会法理論の総括』（勁草書房）

                           出版

1976 年（昭和 51 年）   3 月　 『沼田稲次郎著作集・全 10 巻』

                           （労働旬報社）出版（～ 12 月）

1977 年（昭和 52 年）   4 月 　『労働者の権利とはなにか』

                            （労働旬報社）出版

 　　　　　　　　   11 月　 『貴重なる憲法』（法律文化社）

                            出版

1978 年（昭和 53 年）  10 月　 『現代民主主義論』（労働旬報社）

                            出版

1979 年（昭和 54 年）  10 月　 『行人有情』（勁草書房）出版

1980 年（昭和 55 年）   4 月　 『社会的人権の思想』（新 NHK

                            市民大学叢書 1、日本放送出版

                            協会）出版

 　　　　　　　　     12 月　『労働法入門』（青林書房新社）

                            出版

1981 年（昭和 56 年）    3 月　 東京都立大学退官

 　　　　　　　　　                                                  9 月　 『私の大学観』（勁草書房）出版

 

            

還暦（1974 年 5 月 25 日）

還暦祝賀会 



 

  ［国法協会長としての活動］

 1982 年（昭和 57 年） 7 月　「日本国際法律家協会」      

  　　　　　　　　　　　　会長に就任（～ 89 年）                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　 4 月　『民主主義法学と学者

　　　　　　　　　　　　　 像』（法律文化社）出版

 　　　　　　　　　 　5 月　『野に民力の砦を』

　　　　　　　　　　　　　 （労働旬報社）出版

 　　　　　　　　　　　　  ＊この年、「国民の立場

                           で国鉄問題を考える七人 

                           委員会」に参加

1984 年（昭和 59 年）  9 月　　第 3回日ソ法学者シンポ

　　　　　　　　　　　　　 ジウム（モスクワとキ 

                                                                      　　　　エフ）および国際民主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 法律家協会（IADL）第

                         12 回世界大会（アテネ）に日本代表団長として参加

　                        （～ 10 月）

1985 年（昭和 60 年）  1 月　砂原茂一・若月俊一らと「国民医療研究所」を設

                          立、その代表となる（現・公益 財団法人　日本

                          医 療総合研究所）

1986 年（昭和 61 年）   4 月　「非核の政府を求める会」の創立に参画、常任世

                          話人として活躍

1987 年（昭和 62 年 ) 12 月　『社会主義とヒューマニズム』（労働旬報社）出版

国法協メンバーと（自宅にて、1988 年）



蓼科聴松閣　

ギリシャスニオン岬（1984 年）
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聴松閣の襖



　　［文子夫人の献身的介護による闘病生活］

1988 年（昭和 63 年） 12 月 15 日　藤田勇 ･渡辺治両教授との座談会「いま改めて人間の尊厳を」（『労働法律旬報』

                              89 年 1 月上 ･下旬号所収）終了直後に脳梗塞発症、河北病院へ入院。翌 16 日

                           　 虎ノ門病院へ転院

1989 年（昭和 64 年）   3 月     虎ノ門病院分院へ転院

 　　　　　　　　     6 月     虎ノ門病院分院を退院、伊豆韮山温泉病院でリハビリ

1991 年（平成 3年）    4 月     伊豆韮山温泉病院を退院、以後、自宅療養

80 歳（傘寿）祝（1994 年）
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）



　

▽以上、『人間まんだら』（1999 年 5 月）より引用しました。

1999 年 ( 平成 11 年）5 月 16 日　三回忌に沼田文子編著『人間まんだら――沼田

稲次郎拾遺』(非売品）を刊行（労働旬報社）

 〔『労働法律旬報』NO1413 号掲載の籾井常喜「沼田稲次郎先生の足跡」ｐ 8-9 に沼

田先生自筆の「著作目録」により加筆したもの〕

最後の笑顔、『労働法律旬報』新年号の座談会にて（1988 年 12 月 15 日）

1997 年（平成 9年）    急性心筋梗塞により死去。享年 82 歳



越中人譚
発行：チューリップテレビ　文：仁ヶ竹亮介（高岡市立博物館学芸員）、2003 年 7月 10日












